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は　じ　め　に

高知県では，1997年ころより総合的害虫管理技術（以
下，IPM技術）の普及に向けた取り組みが始まり（岡林，
2002），施設栽培ナス，ピーマン類では，タイリクヒメ
ハナカメムシなどの市販天敵を利用した生物的防除法に
防虫ネットやシルバーマルチ等の物理的防除法，さらに
天敵類に影響の少ない選択性殺虫剤による化学的防除法
を組合せた体系が確立された（高井・高橋，2005；山下・
下八川，2005）。その後，IPM技術の普及を進めていく
中で，自然発生した土着天敵が害虫類の密度抑制に大き
く関与していると思われる事例も観察され，生産現場で
はそれらの利用に高い関心が寄せられるようになった。
しかし，自然発生に頼った場合には，土着天敵の働きは
不安定であり，また，土着天敵の多くは市販されていな
いことから，防除に必要な個体数を安定して確保するこ
とは難しい。
そこで，施設果菜類の重要害虫であるアザミウマ類，
コナジラミ類に対して有望な土着天敵であるタバコカス
ミカメ Nesidiocoris tenuis（Reuter）（図―1，口絵①）を

高知県内でリレーして利用する技術の開発を行ったので
紹介する。なお，本研究は農林水産省委託プロジェクト
研究「気候変動に対応した循環型食糧生産等の確立のた
めのプロジェクト（土着天敵を有効活用した害虫防除シ
ステムの開発）」により実施したものである。

I　高知県における土着天敵の利用

前述のように，高知県での IPM技術の導入当初には
市販天敵を中心に防除体系が構築された。それらの体系
では，従来の化学農薬を主体とした防除に比べ殺虫剤の
使用が極端に制限されたことから，圃場内において，カ
ブリダニ類，ハモグリバエ類やアブラムシ類の天敵寄生
蜂，捕食性カスミカメムシ類といった多くの土着天敵類
の生息を確認するようになった（下元，2002；荒川・浜
吉，2003；下八川・山下，2007；古味ら，2008；杉本，
2008）。生産現場において，これらの土着天敵に高い関
心が寄せられるきっかけとなったのはタバココナジラミ
バイオタイプ Qの多発生である。本系統に対しては，
それまで構築された IPM技術，さらにその後検討され
た市販の天敵寄生蜂や微生物製剤の利用では対応しきれ
ず，すす病や生育阻害を伴う被害が多発し，IPM技術
の継続が困難な状況に陥った（下元，2011）。そういっ
た状況下で生産現場では，生産者独自の観察により，自
然発生したクロヒョウタンカスミカメ，タバコカスミカ
メによるタバココナジラミへの捕食が確認された。これ
と並行して西川ら（2006），中石（2007）の室内試験に
より，これら 2種がタバココナジラミに対して高い捕食
能力を有することが明らかにされた。これらをきっかけ
に，野外から捕獲した土着カスミカメムシの施設内への
導入が行われ始め，さらに安定的に導入量を確保するた
め，遊休ハウスや育苗ハウスにナス，イヌホウズキ，バ
ジル等を栽培し，これらの天敵を温存する方法も行われ
始めた（下元，2011）。その後，タバコカスミカメはゴ
マのみを餌とした場合でも増殖することが現場の取り組
みや研究を通して明らかになった（中石ら，2011）こと
から，ゴマで増殖したタバコカスミカメを防除に利用す
る取り組みが拡大した。
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土着天敵タバコカスミカメを高知県内で
リレーして利用する技術の開発
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図－1　タバコカスミカメ Nesidiocoris tenuis （Reuter）
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